


















































































要とその教育（視覚障害 ・聴覚障害 ・運動障害／肢体不自由 ・知的障害 ・自閉スペクトラム症 ・限局性
学習症 ・ 注意欠如多動症などを取り上げる）、特別支援教育制度、障害者の社会参加とキャリア教育 • 生









うな気がする」 「自分もそういう傾向があるので盤いた」といったレポート をよく目に したが、今年度は
かなり様相が変わっている。「学習症」や「ADHD」あるいは 「自閉症」といった言葉を知っていて、既に
出会ったと記している学生が 25%程度いた。講義を受ける前から既にこうした用語を知っていたわけだ。
しかし自閉スペクトラム症 ・限局性学習症 ・注意欠如多動症などを取り上げた 2回分のレポート 266通





























































①出会いの場 「小学校」が 62%と最も多く、次いで「保育所・幼稚園」 13%だった。他に「家庭内（家
族にいると言う意味）」、「中学校」、「近所・地域」がそれぞれ5%だった。
②障害種 知的障害が一番多く 217名 (38%)、次いで発達障害 (LD, AS D, ADHD等）が 150
名、 3番目に運動障害（肢体不自由） 79名、以下視覚障害 36名、聴覚障害 30名、病弱・虚弱 13名だ
った。「わからない」と答えた人も 37名いた。（複数回答あり）
③わかったわけ 「見てわかった」が一番多く 261名 (49%)、次いで「先生に教えてもらった」が 88
名、 3番目に「親に教えてもらった」が 68名、 4番目が「大学の授業を受けてわかった」 35名だった。
以下「友だちに教えてもらった」 31名、「その人自身に教えてもらった」 22名、「その他の人に教えても
らった」 17名、その他 16名だった。（複数回答あり）
④年齢 自分と同じ年齢が 67%、年上が 23%、年下が 10%だった。
⑤関係 「学友（友だちとは言えない関係）」が 33%、次いで「友だち」が 30%、3番目が「時々見か
ける人」 16%、「通りすがりの人」 7%、「会えば挨拶する程度」 6%、「家族」、「親類」各4%だった。










9, 10, 11) 

































②わかったわけ 「見てわかった」が一番多く 180名 (44%)、次いで「先生に教えてもらった」が 78
名 (19%) 3番目に「大学の授業を受けてわかった」 54名 (13%)、4番目に「親に教えてもらった」が
40名 (10%)だった。以下「友だちに教えてもらった」 21名 (5%)、「その人自身に教えてもらった」 10

























に遊んでいた」 29%、3番目に「仲が良かった」 9%、「いじめていた」のはわずか 1% (2名）だった。
（図4)











12, 13, 14, 15) 
①障害種 知的障害 38名（％）、発達障害 35名（％）、肢体不自由 12名（％）、聴覚障害5名 (3%)、視
覚障害 1名、病弱 2名、重複障害 1名、その他0名だった。







②わかったわけ 「見てわかった」が一番多く 65名 (51%)、次いで「大学の授業を受けてわかった」
17名、 3番目に、「先生に教えてもらった」 14名、以下「その人自身に教えてもらった」 9名、「友だち
に教えてもらった」 8名、「その他に人に教えてもらった」 7名、「親に教えてもらった」 4名、その他
4名だった。（複数回答あり）
③いじめの有無 「いじめとは言えないが無視や毛嫌いされていた」が 56名 (44%) と最も多く、次












④関わり度合い 「あまり関わらなかった」が一番多く 61%を占めていた。次が 「他の子と同じよう
に遊んでいた」 18%、3番目に「仲が良かった」 11%、「いじめていた」のはわずか 1% (2名）だった。
（図 6)
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名、次に近所 (170名）や塾 ・習い事 (145名）、スポーツ少年団 (97名）、部活 (67名）、親類 (16名）
と続いていた。
中学生時代になると、第 1は学級内 (367名）だが、第2に部活 (282名）が大きなウエイトを占め、
















































： 特別支援教育の唯造こついて：二戎 19年4月 12文部科学省通知
li 学校基本続計によれば、平成29年度の特別支援学校在籍者数（速報値） 19 
は108,173名だったので、約 13償に増えている。
(e-Stat) http://www. e-s:at. 12.20 
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